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論文内容の要旨
本論文は、陸生ラン藻 Nostoc communeの生産する難分解性多糖質を分解することのできる酵素を土壌細菌に求め、
その性状および、分解産物の化学構造を詳細に調べた一連の化学的な研究の成果をまとめたものである。
緒論では、本研究の背景をなす陸生ラン藻 Nostoccomm une の様々な生物学的特徴および、本ラン藻によって生産
される難分解性多糖質の化学的あるいは生物学的特長に関する基礎的な知見および研究状況を総説し、本研究の目的
とその内容の概略を記述している。
第一章では、各地より採集した土壌サンプルから、ラン藻 Nostoc commune の細胞外多糖を効率的に分解できるバ
クテリアを見出し、このバクテリアについて詳細に同定を行い、 Paenihacillus に属する新種のバクテリアであるこ
とを見出している。また、この微生物について Paenihacillus glycanilyガcussp. nov. と命名している。
第二章では、 Paenihacillusglycanilyticus sp. nov. の生産する多糖分解酵素の精製、単離および、酵素学的考察に
ついて記載している。
第三章では、 Paenihacillus glycaniゆrticussp. nov. の生産する多糖分解酵素の精製、単離した多糖分解酵素を利用
して、ラン藻 Nostoc commune 由来の細胞外多糖を分解し、その分解産物について各種機器分析により化学構造を決
定し、酵素の作用様式について考察している。
総括と展望では、本研究で得られた結果を各章ごとにまとめて述べ、また、その知見をもとにして、今後の課題と
展望について記述している。
論文審査の結果の要旨
本論文は、数々の生理学的な特徴を有しながら、これまで構造の複雑さゆえ化学的な解析が困難であったラン藻
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Nostoc comm une 由来多糖質の化学構造を明らかにすることを目的として、本多糖を分解する細菌を各地からサンプ
リングした土壌に求め、得られた土壌細菌より本多糖をユニット単位で効率的に加水分解する酵素を単離精製し、こ
れを用いて本多糖の化学構造の解析について詳細に調べた研究の成果をまとめたものであり、主な成果は以下のとお
りである。
(1)各地からサンプリングした土壌より、ラン藻 Nostoc commune 由来多糖質を分解する細菌をスクリーニングし、目
的に合致する細菌を得ることに成功している。
(2)得られた細菌に関し、各種同定試験を行い、本細菌が Paen必acillus 属の新種であることを提唱し、 Paenibacillus
glycanilyticussp.no~ と命名した。
(3)Paenibacillus glycanilyticus よりラン藻 λTostoc commune 由来の多糖を分解する酵素を精製単離すると共に、酵
素学的諸性質について調査した。
(4)本酵素を用いてラン藻 Nostoc commune 由来の多糖を分解し、得られたオリゴ糖フラグメントの化学構造を比較検
討することによってもとの多糖の繰り返し構造を推定している。
以上のように、本論文はラン藻 Nostoc commune 由来多糖質に関してこれまでの酸による化学的加水分解では得る
ことのできなかった構成フラグメントの構造情報を新たに土壌細菌から得た酵素を用いることにより提案すると共
に、高度な分析手法により得られた多糖フラグメントの化学的性状を明らかにしている。これらの成果は今後の天然
多糖の化学的性質に関する研究に新手法を提案すると共に、その発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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